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その結果、市民参加型生物調査の目的は大きく5つ

に整理され、それに応じて対象とする生物種や求め

られるデータの精度といった調査の特性が区分され

た（表-1）。それによって具体的な調査の実施手法

にも違いが見られ、例えば生物多様性に関する意識

啓発を主目的とする場合には、小学生を含む多くの

市民が調査者となって生物の目撃情報を収集する方

法や、特定の場所での定期的な観察会によって記録

を蓄積する方法により、ツバメ等の親しみやすい生

物を対象として情報量を重視した調査を行うことが

有効と考えられた（表-2 左）。一方、保全区域の設

定を主目的とする場合には、生物の識別力のある市

民が専門家の指導のもとで継続的に調査を行う方法

により、樹林や草地といった環境を指標する生物等

を対象として、より正確なデータを収集する方法が

有効と考えられた（表-2 右）。 

 

３．調査結果の活用に関する整理 

都市の生物多様性の確保を進めるには、収集した

生物データに基づいて、それら生物の生息・生育場

所となる緑地環境の保全・創出を計画的に進めてい

くことが重要となる。そこで、市民参加型生物調査

の実践だけでなく結果の活用も行っている地方公共

団体を対象とした事例調査を行った。 

その結果、行政区域での生物の確認状況を地図化

して多くの生物種が確認された区域を抽出し、特別

緑地保全地区や地方公共団体独自の制度による指定

を行って緑地を保全する方法や（表-2 右）、市民参

加型生物調査への参加者数や確認された生物種数を

目標値として緑の基本計画等の行政計画に位置付け、

毎年の実績値と比較して施策の進捗を評価する方法

によって、実際の生物の状況を踏まえた生物多様性

確保の取組を進めることが有効と考えられた。 

 

４．技術資料の作成 

これらの結果をもとに、市民参加型生物調査の考

え方、実践の際の一連の手順、調査結果を地域の緑

地保全へ活かすための手順について、具体事例から

学べるポイントを交えたとりまとめを行い、取組の

コーディネート役となる地方公共団体の担当者向け

の手引きとなる技術資料の作成を進めている。手引

きの要点をコンパクトに紹介するパンフレットもあ

わせて作成し（図）、2020年度早期に公表する予定

である。 

 

図 技術資料の構成（案） 

表-2 市民参加型生物調査の目的に応じた手法の違い 

 

研究動向・成果 
 

環境分野の研究を促進 
 
(研究期間：平成25年度～) 

 

環境研究推進本部 

南山 瑞彦 福濱 方哉  間渕 利明 桑沢 保夫 

岡本 修 舟久保 敏  

（キーワード）  生態系ネットワーク、グリーンインフラ 

 

１．はじめに 

国総研の各研究部・センターは、国土マネジメン

トに関する研究の一環として、施設・事業分野ごと、

低炭素社会、循環型社会及び自然共生社会の実現に

関わる多様な環境研究を進めている。環境研究推進

本部は、これら環境研究活動の対外発信、また、所

内環境研究者の相互交流・知見共有・視野拡大を目

的に、2013年度から活動を行っている。 

 

２．2019年度における活動 

環境研究活動の対外発信については、ホームペー

ジを用いた情報提供のほか、適切な機会を通じて研

究内容の紹介を行うよう努めている。その一つとし

て、環境研究に携わる国の施設等機関、国立研究開

発法人及び国立大学法人の13研究機関からなる「環

境研究機関連絡会」が12月に開催した令和元年度環

境研究機関研究交流セミナーにおいて、幹事機関と

して参画するとともに、テーマ「生態系ネットワー

クの保全と再生」に関する調査研究についてのポス

ター発表等を行った（図）。 

図 研究交流セミナーにおける発表一覧 

 また、所内環境研究者の相互交流・知見共有・視

野拡大については、今年度7月に国土交通本省から

「グリーンインフラ推進戦略」が公表されたことを

背景に、グリーンインフラに係る国内外の情報共有

を図るとともに、必要とされる技術開発や研究分野

についての検討・整理を行うことを目的として、「グ

リーンインフラに関する勉強会」を設置し、所内の

関連研究の取りまとめや外部有識者（京都産業大学 

西田貴明准教授）との意見交換を行った（写真）。 

 

写真 勉強会の様子（外部有識者との意見交換会） 

 

３．おわりに 

環境研究は、防災・減災研究などと同様、国土交

通省の使命である持続的な国土・社会づくりに大き

く関与している。 

環境研究推進本部では、グリーンインフラをはじ

め所内における類似した環境研究の方向性の整理や

横断的な課題に対して推進本部としての研究の実施

を模索することを含め、引き続き所内における環境

研究の推進と成果の発信に努めていく。 

☞詳細情報はこちら 

環境研究推進本部HP  

http://www.nilim.go.jp/japanese/organization/k

_honbu/indexkankyou.htm 

　○ポスター発表
　  【河川研究部】砂浜における魚類調査から見えてくる海と川のつながり
 　 【土砂災害研究部】
　 　 急傾斜地崩壊防止施設と斜面植生～植生を活用した施設の維持管理手法の検討事例～
  　【都市研究部】ＡＩによる緑視率調査の効率化と緑化意識の啓発に向けた検討
  　【社会資本マネジメント研究センター】
　  　都市の都市域の緑地の量・質・配置と生物多様性の関係
　  【沿岸海洋・防災研究部】多様な海生生物に適したシースケープの検討

　○パネルディスカッション
 　 【社会資本マネジメント研究センター】
　  　都市におけるエコロジカルネットワーク形成に関する現状と課題
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研究動向・成果

環境分野の研究を促進
（研究期間 ： 平成 25 年度～）

環境研究推進本部 

　下水道研究官
（博士（工学））

　南山　瑞彦　水環境研究官　福濱　方哉　道路環境研究室長　間渕　利明 

　住宅情報システム研究官　桑沢　保夫　沿岸海洋新技術研究官　岡本　修　緑化生態研究室長　舟久保　敏

（キーワード）　生態系ネットワーク、グリーンインフラ

福濱南山 桑沢間渕
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